
 

 

  

風の子便り 
KAZENOKO DAYORI 滋賀大学教育学部附属幼稚園 

 たからのもりに足を入れると、静けさや涼しさを

感じます。水分や養分を取り込んだ根が幹を支え、

幹が枝葉を支え、茂った葉が存分に日光を取り込み

エネルギーにする。きっと誰かが支えてくれている

からこそ、私たちも元気に毎日を過ごすことができる

んだよなぁ～と、感謝しながらもりを歩きます。 

さて、梅雨入りを前に幼稚園のシンボルツリーの

「ながいきくん」を強剪定していただきました。 

しばらく時間がかかるかもしれませんが、また、

風が通り抜ける木陰を作ってくれることでしょう。 

  

虫捕り遊びの奥深さたるや… 

 広い園庭では「虫捕り」が 

ずっと途切れずにブームとなっています。 

 真っ先に出向くのは年長児。網と飼育ケース

を手に園庭にかけていきます。その姿を追いか

ける年中児。網が出払っているので、何か良い

ものはないかと探したところ、うってつけの網

を見つけることができました。手にしているの

は、そう、ままごとで使うザルです。求めてい

るものを何かで代用する力があることに、驚く

やらおかしいやら…。いや、知恵がある！ 

手で捕まえるにしろ、網（ザル）で捕まえる

にしろ、素早く動く虫を捕まえるためにはうまく

追いかけたり狙い通りに道具を動かしたりする

力が必要です。進級当初よりも上手に捕まえる

ことができるようになっているところから、運動

コントロール力の向上も感じられます。すごい

なぁと感心します。 ただ…。使った網や飼育

ケースをほったらかしにせず片付ける力も身に

つけてほしい…と、強く願うこの頃です。 

なぜ園庭には「築山」があるのか。 

 「見ててや！」と、園庭の築山を駆け上がる

年少児。できるようになったことを嬉しそうに

何度も見せてくれます。きっと築山の上から見

える景色は一味違うのでしょう。 

 年長児は築山から「だるまさんがころんだ」

をして遊んでいます。私の子供時代は「ぼうさん

がへをこいた」でした。まぁどうでもいいです。 

 下り坂では、止まりきれずに捕まってしまう

ことがあるので力を入れて踏ん張っていること

がわかります。 

 「築山越えリレー」という遊びもあります。 

よーいドンでスタートして、築山を乗り越えて

コーンにタッチをして、また乗り越えて戻り、

次の友達にバトンタッチ。スピードを維持しつつ

転ばないよいにしっかりと踏ん張る。高い技術

が求められます。笹川スポーツ財団の調査によ

ると、今の幼児は「すもう」や「ものを押す・

引く」といった操作系の動きを経験することが

少ないとのこと。築山…侮れません。 

すっきりしちゃったから、カラスさんのお家がなくなっちゃったねぇ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   先日、後輩に「大矢先生、この頃地味な色ばっかりで見つけられないじゃないですか～」と冗談を言われました。彼の言う通り私は赤、オレンジをこよなく愛し 

「元気」を売りにしていた。そうだ！そして私は、古着ショップで見つけたオレンジ色の NIKE AIR FORCE1 を購入したのであった。妻には今のところ内緒である。 

さてみなさん、好きな色ありますか？何か買った？ 

                                                                      おなまえ                      

保護者の皆様、コメントをいただきありがとうございました。意外とビビット・ビタミンカラーが好きだったり、憧れていたり 

している方が多くて少し驚きましたが、「でも、勇気がなくてなかなか着られない」との声。または「子供を見つけやすい 

ように着させている」との声も。「赤い車でアロハを着てドライブが夢」という方も！元気でステキでした！ 

～副園長のおしゃべり～ 

 いつの日もかならず子供たちが何やらしているビオトープ。スイレンの花が咲き始め初夏を感じさせて

くれます。スイレンの葉の下に網を入れて動かしている Aさんと仲間たち。アメンボを捕まえているかと 

思いきや、「でっかいオタマジャクシが一匹いる」とのこと。「ちょっと前は小さいのばっかしやったけど

めっちゃ大きくなっている」らしい。少し前のこと、先生と子供たちが水の中で動いている小さな生き物

たちに関心をもって、「ミジンコ」がいることを教えてくれていました。あぁ～、そりゃ大きくなるわ！ 

ビオトープの中には「ダンスをしている赤い虫」「激しく動き回る緑の生き物」「アメンボの赤ちゃん」

などたくさんの命があり、小さな生態系ができ始めているようです。そして A さんは保育室の飼育ケース

で飼っているオタマジャクシをビオトープにいれて、でっかく育ててみたいと野心をもっているらしい。 

両手両足を力強く使ってジャングラミングを登る

子供たち。通りかかった私に一言「ムキムキで 

バッキバキになるねん」とのこと。がんばれ。 

ザルをもって花壇で物色中の年中児。どうやら

お花を摘むのではなくてダンゴムシねらい。さま

ざまに情報網を張っているようです。 

築山で「だるまさんがころんだ」オニを見る目も

真剣・・・。だけど、築山で踏ん張っているポー

ズも楽しい。心身ともに育まれる遊びです。 

年少さんもサツマイモの苗を植えました。先生

の話を聞いてとても上手に植えている姿に感心

しました。おおきくな～れと水やりもします。 

「桃の香りがする～」と、梅干しをつくろうとして

いる副園長にそそのかされて梅仕事を手伝わ

される子供たち。「暮らし」との大切な出会い。 

一人ずつピーマンを植えることにした年長児。

昨年度の年長さんから受け継いだコンポスト

のたい肥を土に混ぜて植えました。SDGｓ 

季節のアルバム 

 


